
病
気
や
け
が

で
し
ば
ら
く
働

け
な
く
な
っ
て

給
与
が
受
け
ら

れ
な
い
と
き
に
、

そ
の
間
の
生
活

の
保
障
を
一
部

補
て
ん
す
る
役

割
を
す
る
制
度

が
あ
り
ま
す
。

こ

の

制

度

を

「
傷
病
手
当
金
」

と
い
い
ま
す
。

健
康
保
険
の

被
保
険
者
（
働

い
て
い
る
本
人
）

で
あ
れ
ば
、
た

と
え
事
業
主
で

あ
っ
て
も
傷
病

手
当
金
を
受
給

す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

傷
病
手
当
金
を
受
給
す
る
た
め

に
は
、
4
つ
の
条
件
を
す
べ
て
満

た
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
ら
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

（
図
1
）

①
は
、
仕
事
上
や
通
勤
中
で
あ

れ
ば
、
労
災
か
ら
補
償
を
受
け
る

こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
傷
病
手

当
金
の
対
象
外
で
す
。

②
は
、
今
ま
で
従
事
し
て
い
た

業
務
に
就
け
な
い
状
態
の
こ
と
で

す
。③

は
、
必
ず
最
初
の
3
日
間
は
、

連
続
し
て
休
ん
で
い
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
こ
の
連
続
す
る
３
日

間
の
こ
と
を
「
待
期
期
間
」
と
い

い
ま
す
。
（
図
2
）

④
は
、
休
ん
で
い
る
間
に
給
与

の
一
部
を
受
け
取
っ
て
も
、
傷
病

手
当
金
よ
り
も
少
な
け
れ
ば
、

差
額
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
（
図
3
）

次
回
は
、
傷
病
手
当
金
に
つ
い

て
の
Ａ
＆
Ｑ
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。
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給
与
の
一
部

補
て
ん
に

受
給
の
た
め
の
４
つ
の
条
件

休 休 休 休 休 休 休 休

休休休休休休休

休 休 休 休 休

休 休 休 休 休

出

出 出 出

出出出

傷病手当金（受給）

待期期間（完成） 傷病手当金（受給）

（ 図２ ）

≪傷病手当金が受給できる場合・例１≫

≪傷病手当金が受給できる場合・例2

≪傷病手当金が受給できない場合・例1≫

≪傷病手当金が受給できない場合・例2

①. 仕事以外での病気・ケガで療養していること

②. 仕事に就けないこと

③. 連続して３日以上休んでいること

④. 給与がゼロか相当減額していること

（
図
１
）

（ 図3 ）

≪傷病手当金が受給できる場合・例１≫

全額受給

0円

給与支給額
（１日当たり）

≪傷病手当金が受給できる場合・例2≫

≪傷病手当金が受給できない場合・例≫

傷病手当金
（日額）

差額受給

給与
（１日当たり）

傷病手当金
（日額）

給与支給額
（１日当たり）

傷病手当金
（日額）

受給不可

給与支給額の
ほうが多い

待期期間（完成）

例１・例２とも待期期間が完成しないため、傷病手当金の受給ができない



働
く
人
の
能
力
や
意
欲
を
重
視
し

た
募
集
・
採
用
を
目
的
と
し
て
改
正

さ
れ
た
雇
用
対
策
法
が
施
行
さ
れ
て
、

３
年
近
く
経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。

当
時
は
、
高
齢
者
や
年
長
フ
リ
ー
タ
ー

な
ど
、
一
部
の
労
働
者
の
応
募
の
機

会
が
閉
ざ
さ
れ
て
い
る
状
況
で
し
た
。

そ
こ
で
、
労
働
者
の
一
人
一
人
に
、

よ
り
均
等
な
働
く
機
会
が
与
え
ら
れ

る
よ
う
、
募
集
・
採
用
に
お
け
る
年

齢
制
限
を
禁
止
し
ま
し
た
。

過
去
に
求
人
票
や
求
人
広
告
で
見

か
け
て
い
た
「
30
歳
未
満
の
方
」

「
20
歳
以
上
25
才
歳
未
満
の
方
」
の

年
齢
制
限
は
、
現
在
、
原
則
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
年
齢
制
限
の
禁

止
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を
は
じ
め
、

民
間
の
職
業
紹
介
事
業
者
、
求
人
広

告
な
ど
を
通
じ
て
募
集
・
採
用
す
る

場
合
だ
け
で
な
く
、
事
業
主
が
直
接

募
集
・
採
用
す
る
場
合
に
も
適
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

募
集
・
採
用
に
お
け
る
年
齢
制
限

は
禁
止
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
次
の

６
項
目
の
理
由
に
該
当
す
れ
ば
例
外

的
に
年
齢
制
限
が
認
め
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
事
由
を
「
例
外
事
由
」
と

い
い
ま
す
。

10
日

○
雇
用
保
険
被
保
険
者
資
格
取
得

届
の
提
出
（
前
月
以
降
に
採
用
し

た
労
働
者
が
い
る
場
合
）

［
公
共
職
業
安
定
所
］

○
労
働
保
険
一
括
有
期
事
業
開
始

届
の
提
出
（
前
月
以
降
に
一
括
有

期
事
業
を
開
始
し
て
い
る
場
合
）

［
労
働
基
準
監
督
署
］

31
日

○
健
保
・
厚
年
保
険
料
の
納
付

［
郵
便
局
ま
た
は
銀
行
］

○
日
雇
健
保
印
紙
保
険
料
受
払
報

告
書
の
提
出
［
社
会
保
険
事
務
所
］

○
労
働
保
険
印
紙
保
険
料
納
付
・

納
付
計
器
使
用
状
況
報
告
書
の
提

出

［
公
共
職
業
安
定
所
］
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梅
雨
が
明
け
た
途
端
、
連
日
の

猛
暑
に
閉
口
し
て
い
ま
す
。
世
界

的
に
も
異
常
気
象
と
の
こ
と
。
エ

ア
コ
ン
の
効
い
た
室
内
で
、
地
球

温
暖
化
対
策
を
考
え
て
い
る
よ
う

で
は
、
こ
の
先
が
思
い
や
ら
れ
ま

す
ね
。

（
ぎ
ん
）

八
月
の
労
務
手
続

［
提
出
先
・
納
付
先
］

編
集
後
記

藤田社会保険労務士事務所

京都市伏見区小栗栖南後藤町6-31-408

TEL・FAX 075-571-8611

E-mail

k-fujita@k-fujita-sr.com

URL http://k-fujita-sr.com

募
集
・
採
用
は
人
物
重
視
で
！

原
則
と
し
て
「
年
齢
不
問
」

に例
外
的
に
認
め
ら
れ
る
場
合

例 外 事 由

認められる例 認められない例（ 個所）

① 定年年齢を上限として、上限年齢未満の労働者を期間の定めのない労働契約で募集・採用する場合

「60歳未満の方（定年が60歳）」 「60歳未満の方（契約期間６ヶ月）」

万
一
の
こ
と
が
あ
っ
て
も
、

黙
っ
て
待
つ
だ
け
で
は
年
金

を
受
給
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。

年
金
事
務
所
や
年
金
相
談

セ
ン
タ
ー
に

★

行
く
時
間
が
無
い
方

★

遠
く
て
行
け
な
い
方

※
受
付
の
み
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

回
答
は
、
受
付
日
の
翌
々
営
業
日
と
な
り
ま
す
。

相
談
ご
希
望
の
方
は
、
連
絡

先
・
生
年
月
日
・
性
別
・
で
き

る
だ
け
具
体
的
な
相
談
内
容
を

記
載
の
上
、
左
記
の
方
法
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

お
客
様
の
個
人
情
報
は
、
弊

所
の
個
人
情
報
保
護
方
針
に
基

づ
き
厳
重
に
管
理
い
た
し
ま
す
。

「
ね
ん
き
ん
」
無
料

相
談
を
始
め
ま
し
た

② 労働基準法等法令によって年齢制限が設けられている場合

「18歳以上の方（警備業務）」 なし

③ 長期勤続によるキャリア形成を図ることを目的に、若年者等を期間の定めのない労働契約で

募集・採用する場合

「35歳未満の方（職務経験不問）」 「40歳未満の方（□□業務の経験者）」

④ 技能・ノウハウの継承のため、特定の職種において相当程度少ない特定の年齢層に限定し、

かつ、期間の定めのない労働契約の対象として募集・採用する場合

⑤ 芸術・芸能の分野における表現の真実性等の要請がある場合

⑥ 60歳以上の高年齢者又は特定の年齢層の雇用を促進する国の施策の対象となる者に限定して

募集・採用する場合

「演劇の子役のため、□歳以下の方」

「60歳以上の方」（助成金の対象として）

「コンパニオンとして30歳以下の方」

「６０歳以上７０歳未満の方」

※ なお、体力等が不可欠な業務である等の理由での年齢制限もできません。


